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平成２９年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 5. 景観推進事業

3. 都市計画費

1. 都市計画総務費 都市計画課

（佐倉市）　　

第５章
住環境が整備された住みやすいまちづくり 13,196

平成28年度 2,843

臨時 単独 計画 0 0 334 基本施策１
都市計画の推進 平成29年度 3,902

平成30年度 3,226

施策３
景観形成による愛着と誇りをもてるまちづくりを推 平成31年度 3,225

進します 平成32年度 0

0

518 518

・景観審議会開催 ・住んでいる人、訪れた人が、心地よさを感じることが ・地域の特性を活かした景観形成を図ることにより、住

・景観法に基づく届出対象行為の事前協議 できる、地域の良さを実感することができる景観形成を推進します。 みやすい・住み続けたい住環境の創出や地域の活性化につながります。

・景観まちづくり表彰 ・住民主体による地域の景観形成推進の取り組み支援などにより、地域 ・住民の方や来訪者の方が、地域の魅力を感じることで、誇りや愛着が

・公共サイン点検 の景観に対する意識の向上を図ることができます。 もてるまちとなります。

・景観形成事業補助

景観計画策定及び制度運用にあたっては、住民・

事業者の理解が不可欠であることから、周知方法等が重要となります。

01 380 706 △326

08 40 80 △40

09 65 126 △61

11 33 1,638 △1,605

差引一般財源 0 518 0 518


